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下総小野浄水場建設事業におけるＣＭ方式の導入について 
  

千葉県水道局副主幹  堀江 良次 

 

（１） ＣＭを導入した事業の概要 

  ○ 成田市滑川・高岡地区簡易水道事業 

  ○ ＣＭ対象は、主に浄水場建設工事の設計・施工監理 

  ○ 事業費総額２４億４千万円、うちＣＭ対象事業費は７億５千万円 

  ○ 設計・工事期間を H17.4.1～H19.3.31 とする 

      H18.3.27 成田市に編入合併、H19.10.1 給水開始 

 

（２） ＣＭ方式導入の経緯、狙い 

  ○ 発注者側の技術力を向上 

  ○ 品質確保とコスト縮減の両立 

  ○ 発注者側都合（合併、担当者交代）にかかわらず設計・施工を一体的に    

監理 

 

（３） ＣＭｒの主な業務 

  【設計監理】 

  ○ リスク解析・評価 

  ○ 設計ＶＥ（三者ＶＥ／三者＋機械メーカーＶＥ）  ※三者＝発注者・ＣＭＲ・設計コンサル 

  ○ 設計審査 

  ○ 調達マネジメント 

  【施工監理】 

  ○ 工事進捗監理 

  ○ 品質・出来形監理 

  ○ 設計変更監理 

  【そ の 他】 

  ○ 運転管理指針作成・施設整備台帳作成 

 

（４） ＣＭ方式導入による成果・効果 

  ○ 最重要機能を明確化し設計に反映できた 

  ○ 事業費に対する低コストの実現ができた 

      当初 7.5 億円 → 予定価格 6.0 億円（1.5 億円のコストダウン） 

  ○ 費用面と機能面の両方を定量的に評価することができた 

  ○ 発注者側担当者の交代や合併に伴う組織の変更があったが、ＣＭＲに      

    よる一貫した建設事業の監理を行うことができた 




